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Wikiの活用法

2001 年 4 月号や 12 月号で、Web 上での情報交換に

便利な `̀Wiki Wiki Web (Wiki)́´を紹介しました。そ

の後、“The Wiki Way”[1]のような書籍が出版されるな

ど、Wikiは徐々に広まりつつあります。しかし、まだま

だ多くの人に活用されているとは言いがたいようです。

Wikiが思ったほど活用されていないのは、なんとなく

それ自体の世界で閉じているように感じられるからかもし

れません。Wiki ページどうしをリンクしたり、Wiki ペ

ージから外部の Web ページを参照するのは簡単ですが、

Wikiとは関係のない世界からWikiページを参照しよう

とすると、意外なほど手間がかかります。

たとえば、http://wiki.example.com/というサイト

の abcdeというWikiページを参照するには、

http://wiki.example.com/wiki?abcde

という URL を指定する必要があります。こういった長

い URL をいちいち入力するのは大変なので、ついつい、

ブックマークなどに登録した Wiki のトップページから

リンクをたどって abcde のページを参照する方法が基本

になってしまいます。つまり、Webブラウザ以外の手段

では、それほど手軽に参照できないわけです。

一方、Wikiページはさまざまな情報の交換に適してい

るので、シェルのコマンドラインなどからも参照できれば

重宝することがあります。たとえば、UNIXのあるコマン

ドにどんな引数が指定できるのかを忘れてしまった場合、

そのコマンドの使用法を書いたWebページをすぐに見ら

れれば便利です。また、コマンドの使い方についてほかの

人と情報の交換ができれば、さらに役立つでしょう。

現在、複雑なシステムの利用法を解説するWebページ

の多くは開発者によって用意されています。一方、ユー

ザー間の情報交換には、メーリングリストや掲示板が使わ

れることが多いようです。しかしWikiを使えば、マニュ

アル的なページも情報交換のページも同じ場所に置けます

し、マニュアルの誤りなどをユーザーが訂正することも可

能です。また、システムが旧くなってくると、開発者は

Web ページの整備にあまり熱意を示さなくなる傾向があ

ります。そのような場合も、Wikiページならユーザーが

自由に管理して情報を充実させることができます。

Wikiページは、さまざまな場面で有用な情報の提供や

交換に利用できるはずです。マニュアルやヘルプがあまり

整備されていないシステムは珍しくありませんが、Wiki

を使う人がさらに増えれば、ユーザーの努力や情報交換に

よって徐々に内容が充実していく可能性もあります。

今回は、各種のシステムのマニュアルやヘルプをWiki

ページで簡単に扱う方法を考えてみます。

Wikiページを作る

まず、ヘルプや情報交換のためのWikiサイトを用意し

ます1。今回は、2001年 12月号で紹介したような、Wiki

と掲示板を融合したシステムを使うことにします。用意し

たWikiページのリストは、図 1のようになります。

manページの作成

manページはあってもWebページはないコマンドに

ついては、man形式のファイルをHTML形式に変換し、

それをWikiページとして利用すればよいでしょう。

1 http://www.csl.sony.co.jp/person/masui/WikiHelp/
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図 1 ヘルプのためのWikiページ

既存のmanページをHTML形式にするには、`̀man-

2htmĺ´と呼ばれるツールを使えばいいでしょう。

man2html には、いくつかのバリエーションがありま

す。たとえば、手許にある FreeBSD マシンには Earl

Hood 氏が作成したもの2がインストールされていました

が、Red Hat などの Linux システムには man パッケ

ージの一部として Andries Brouwer 氏が作成した VH-

Man2html3というバージョンが入っているようです。前

者は、 `̀roff mań´の出力を変換して HTMLファイル

を生成します。一方、後者はman形式のテキストを直接

HTMLに変換するため、よりきめの細かい HTMLファ

イルが得られます。

Linuxの JM Project4では、このman2htmlを用い

て UNIX のマニュアルの日本語訳を HTML 化する作

業をおこなっています。通常のman2htmlは日本語に対

応していませんが、man-1.5g.tar.gz5に対して日本語化

パッチ6を当てると日本語が使えるようになります。

これを使って grep のマニュアルを Wiki ページにし

た例を図 2に示します。

コマンドラインからの呼出し

Wiki Wiki Webの本家であるCunningham & Cun-

2 http://www.oac.uci.edu/indiv/ehood/man2html.html

3 http://users.actrix.co.nz/michael/vhman2html.html

4 http://www.linux.or.jp/JM/

5 ftp://ftp.win.tue.nl/pub/linux-local/utils/man/

man-1.5g.tar.gz

6 http://www.linux.or.jp/JM/man-ja/man-1.5g-ja2.diff.

gz

図 2 grepのマニュアルページ

ninghamの `̀WelcomeVisitorś´のページは、

http://c2.com/cgi/wiki?WelcomeVisitors

という URL でアクセスするようになっています。その

他の Wiki システムでも、たいていはこれとほぼ同じ方

式で各ページにアクセスします。つまり、URLの一部に

Wikiページの名前を指定すれば、そのWikiページが直

接呼び出される仕組みになっているわけです。

したがって、コマンドラインで指定した引数にもとづ

いて、

http://c2.com/cgi/wiki?Wikiページ名

といった形式のURLを生成し、これをWebブラウザに

渡して起動すればいいことになります。

コマンドラインからのブラウザ起動

最近のブラウザは、コマンドラインから簡単にWebペ

ージを呼び出せるようになっています。

たとえば、Linux や FreeBSD などで Netscape や

Mozillaを利用しているのなら、一般的なコマンドの場合

と同様にシェルから、

% netscape www.google.com

のように URLを引数に指定してWebブラウザを呼び出

します。すると、Webブラウザが起動してそのページが

表示されます。ブラウザがすでに起動されているときは、
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図 3 Cygwin用のwiki コマンド

#!/bin/sh

BROWSER="/cygdrive/c/Program Files/Netscape/Netscape/Netscp.exe" # Netscape

# BROWSER="/cygdrive/c/Program Files/Internet Explorer/IEXPLORE.EXE" # Internet Explorer

CGI="http://www.csl.sony.co.jp/person/masui/WikiHelp/programs/search.cgi"

"$BROWSER" "$CGI?title=$1"

指定したURLのページが別のウィンドウとして表示され

ます7。

Mac OS Xでは、openコマンド8を使い、下記のよう

に引数としてURLを指定すれば、指定したURLのペー

ジをデフォルトのWebブラウザで表示させることができ

ます。

% open www.google.com

Mac OS Xのターミナル上でWikiページの名前を指

定して表示させるには、以下のような簡単なプログラムを

使えばいいでしょう。

% cat c2

#!/bin/sh

open "http://c2.com/cgi/wiki?$1"

% ./c2 WelcomeVisitors

ブラウザでWikiページを表示
%

% cat wiki

#!/bin/sh

open "http://www.csl.sony.co.jp/person/masui/

WikiHelp/programs/search.cgi?title=$1"

% ./wiki grep

WikiHelpのgrepのページを表示
%

WindowsでCygwinを使っているのなら、図 3のよ

うにすればよいでしょう。

既存のプログラムからの呼出し

図 3のようなプログラムを使うと、

% wiki grep

7 Netscape 4.xでは、 `̀netscape -remote ’openURL(URL)’́´

のように指定すれば、すでに起動されているWeb ブラウザ上に URL

のページが表示されます。
8 openはNEXTSTEPの時代からあったコマンドで、アプリケーショ
ンやファイルのアイコンをユーザーがダブルクリックしたのとほぼ同じ処
理がおこなわれます。

といった指定で `̀greṕ´という名前のWikiページを表示

できます。マニュアルページを前提とするならば、

% grep --wiki

のように、コマンド名のオプションとして指定してWiki

ページを呼び出す方式のほうが直感的かもしれません。

通常、コマンドライン・オプションを追加するにはコマ

ンドを作りなおす必要があります。しかし、最近のUNIX

はライブラリ置換機能をもつものが多いので、コマンド引

数を解析するライブラリを wiki を解釈するものに置き

換えてしまえば、そのライブラリを使うあらゆるコマンド

で wikiオプションが使えるようになります。

具体的には、ほとんどのコマンドは getopt(3) を利用

しているので、 wiki を解釈する getopt() を用意し、

wiki が指定されたら前述の wiki プログラムを呼び出

すようにすればよいでしょう

Mac OS Xのライブラリの置換え

Mac OS Xでは、DYLD INSERT LIBRARIESと

いう環境変数を指定すれば、使用するライブラリを置き換

えることができます。

まず、getopt()関数に手を加え、 wikiオプションが

指定されたら wikiコマンドを呼び出すようにしておきま

す。そして、図 4のMakefileで共有ライブラリを作成す

れば、以下のようにして wikiオプションを有効にする

ことができます（誌面の都合上、⇒で折り返しています）。

% setenv DYLD_INSERT_LIBRARIES ⇒
libwikigetopt.dylib

% setenv DYLD_FORCE_FLAT_NAMESPACE YES

% grep --wiki

grepコマンドのWikiページを表示
%

Emacsからの呼出し

コマンドラインからだけではなく、GUI アプリケーシ
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図 4 Mac OS Xの共有ライブラリを作成するMakefile

#

# "--wiki" を解釈するgetopt共有ライブラリの生成
#

libs: getopt.o getopt1.o

gcc -dynamiclib -install_name /usr/local/lib/libwikigetopt.1.dylib \

-compatibility_version 1.0 -current_version 1.0.1 \

-o libwikigetopt.1.0.1.dylib getopt.o getopt1.o

rm -f libwikigetopt.1.dylib libwikigetopt.dylib

ln -s libwikigetopt.1.0.1.dylib libwikigetopt.1.dylib

ln -s libwikigetopt.1.0.1.dylib libwikigetopt.dylib

getopt.o: getopt.c

gcc -c -fno-common getopt.c

getopt1.o: getopt1.c

gcc -c -fno-common getopt1.c

図 5 wikihelp.el

;;

;; wikihelp.el: EmacsのメニューからWikiを呼び出す
;;

(defvar wiki-browser "/Program Files/Netscape/Netscape/Netscp.exe")

(defvar wiki-cgi "http://www.csl.sony.co.jp/person/masui/WikiHelp/programs/search.cgi")

(defun wiki-call-browser (title)

(start-process "WikiHelp" nil wiki-browser

(concat wiki-cgi "?title=" title))

)

(defun wiki-html-header ()

(interactive)

(wiki-call-browser "HTML header"))

(defun wiki-html-css ()

(interactive)

(wiki-call-browser "CSS"))

(easy-menu-define

dummy-symbol html-mode-map "dummy-doc"

’("Wiki"

["ヘッダ" wiki-html-header t]

["CSS" wiki-html-css t]

))

ョンでヘルプ機能を選択したときもWikiページが呼び出

せればさらに便利です。

GUI プログラムのメニューが拡張可能かどうかはアプ

リケーションごとに異なります。たとえば、Emacsでは

ユーザーがメニューを定義できるので、Wikiページを参

照するようなヘルプメニューも作れます。

HTMLモードでヘルプファイルを表示し、Wikiペー

ジにジャンプさせたいのなら、easy-menu-define関数を

使って図 5のようにメニューを定義すればいいでしょう。

このように設定しておくと、Emacs で HTML モー

ドに入ったときに `̀Wikí´というメニューが表示され（図

6）、 `̀CSŚ´などのメニュー項目が選択できるようになり

ます。

図 6 の画面で `̀CSŚ´を選択すると、CSSのページが

表示されます（図 7）。

Emacsには、それ自体の機能に関する情報は `̀ヘルプ́´

や `̀infó´のように内部で完結しているという特徴があり

ます。しかし、この例のように Emacsとは直接関係のな
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図 6 Emacsからのメニュー呼出し

図 7 Emacsから呼び出したCSSのページ

い情報にアクセスする場合は、Webブラウザを使って参

照するほうが便利かもしれません。

WikiHelpシステムの効用

発表されたばかりのプログラムの場合は、たいてい専用

のWebページが用意され、サポート用のメーリングリス

トや掲示板が運用されていることも多いようです。

しかし、いくらプログラムが優れていても、その作者が

読みやすい Web ページを作れるとはかぎりません。と

くに、初めて見たプログラムについて調べる場合などは、

Web ページの解説を読んでもよく分からないことがあり

ます。私自身も、しばしば以下のような問題に悩まされ

ます。

•そもそも、何をするためのプログラムなのかが分からな
い。

•ほかの同種のシステムとの違いがよく分からない。
•バグをみつけたときなどの連絡先が明記されていない。
•関連する情報がどこにあるかが分からない。

図 8 qsortのmanページ

分かりにくい Web ページにいきあたったり、ページ

に誤りを発見したときなどは、ついつい修正したくなりま

す。また、要望などを書き込みたいこともあります。通常

のWebページには書込みを受け付ける機能はありません

が、WebページがWikiになっていればこれらの問題は

解決します。

たとえば、qsort(3) は使用法がひどく分かりにくい関

数の 1つで、図 8のようなマニュアルページを読んでも、

どのように使えばいいのかがいまひとつ分かりません。

しかし、この素っ気ない説明に疑問を感じたユーザーが

図 9のような `̀使用例´́を追加する仕組みがあれば、もう

すこし簡単に使えるようになるかもしれません9。

新たなプログラムを開発して公開するとき、最初からマ

ニュアルや掲示板などをきちんと揃えたWebページを用

意するのはかなり面倒なものです。しかし、Wikiを利用

すれば、とりあえず最小限の情報だけを載せておき、反響

に応じて順次整備していくような方式も考えられます。

私自身も、Webが普及する前に作ったプログラムにつ

いては、なんとなく億劫な気がしてほとんどWebページ

は作っていませんでした。しかし、今回紹介したような

Wikiページを利用する方法であれば、もっと気軽に対応

できそうです。

9 間違った使用例が追加されると、それはそれで困ったことになってしま
いますが、ユーザー間での相互チェックがうまく働けばこのような問題は
解決すると思います。
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図 9 使用例を追加した qsortのmanページ

おわりに

大がかりなプログラムのマニュアルを読む場合、文字

端末上で manコマンドを使い、上を見たり下を見たりす

る方式は、どうも時代にそぐわない感じがします。たとえ

ば、 `̀man perĺ´と入力すると、関連するコマンドのマ

ニュアルページ一覧が表示されるだけなどというのは、不

親切の極みといえるのではないでしょうか。端末上で利用

する manページには、別の情報へのリンクが設定されて

いるわけではなく、使用例もあまり載っていないのが普通

です。もちろん、ユーザーどうしで情報を交換することも

できません。Wikiを使うかどうかはともかく、今後はヘ

ルプやマニュアルはWeb上の情報を参照するほうが一般

的になるかもしれません。

最近は、検索などのサービスを提供するWebページを

コマンドラインから呼び出すツールも増えてきているよう

です10。Web ブラウザの GUI とコマンドラインの長所

をうまく組み合わせた方法を工夫すれば、さらに便利にな

るでしょう。

（ますい・としゆき ソニー CSL）
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